
Topic 1 持続可能な物流インフラ構築への取り組み｜
物流という社会インフラを担う企業群として、
プロアクティブな視点でサプライチェーンの最適化を推進します。

　三井倉庫ロジスティクス（以下、MSL）は、三井倉庫グループの注
力領域であるB2B2C領域において、EC需要により拡大する家電
メーカー物流の取扱拡大と機能強化を目的に、埼玉県川口市に約
7,200坪の拠点を新設しました。
　また、テクニカルロジスティクス※機能のさらなる強化を図るた
め、首都圏の物流拠点の移管と集約を行い、戸田事業所をテクニカル
ロジスティクスの専門拠点に再編しました。

※ テクニカルロジスティクス：B2B、B2Cの両チャネルをカバーし、配送設置工事やアフターサービス
等を一気通貫で提供 ［写真：MSL戸田事業所］

　これからも三井倉庫グループは最適な物流網を構築するため、各
拠点の機能を戦略的に見直し、持続可能で強靭な物流インフラを提
供してまいります。

　本実証をもとに、MSLは自動運転トラックの稼働率を最大化させるオペレーション構築を
加速させます。さらには、自動運転トラック輸送区間へつなぐ一般道区間のオペレーションに
おいても効率化を図り、サプライチェーン全体で最適化された一貫輸送サービスおよび効果的
なオペレーションの構築に引き続き取り組んでまいります。

　MSLは、「自動運転トラック輸送実現会議～L4 Truck Operation Conference～」によるレベル
4自動運転トラックを用いた幹線輸送サービスの実現に向けた「関東ー関西間の1日1往復」の
連続運行実証に同会議の構成メンバーとして参画しました。スワップボディコンテナ車両を活
用した運行スキームの構築および運行管理を行い、自動運転区間外を含む一気通貫の輸送オペ
レーションの実現性を検証しました。自動運転トラックを効果的に運用するためには、無人運転
走行を絶え間なく行うことが重要となります。今回、その運用を目指し、自動運転区間以外の
貨物の積載や取卸し、貨物集約等、包括的にオペレーションを効率化し、1日1往復運行の体制を
確立できることを実証することができました。

　三井倉庫と株式会社三井E&S（以下、三井E&S）、株式会社日立製作所（以下、日
立）の3社は、国土交通省が実施する港湾技術開発制度における技術開発業務を受
託し、港湾におけるAIを活用したコンテナターミナル運営の効率化技術の開発に
取り組んでいます。三井倉庫が運営する神戸港六甲RC2コンテナターミナルにお
いて、日立のAIが算出した搬出
日予測・配置計画・荷役手順に
基づき、三井E&Sの荷役シミュ
レータによる事前検証を経て、
2025年11月から現地実証を開
始しました。

　本技術開発では、三井倉庫が
有するコンテナターミナル運
営のノウハウを活用しながら、
日立のAI技術によりコンテナ
貨物の特性データをもとに搬
出日予測、コンテナ配置計画、
荷役作業手順計画を立案し、さ
らに、三井E&Sが開発した荷役
シミュレータを用いて、これら
の計画の効率性を検証・評価す
ることで、実運用への適用を目
指しています。

　三井倉庫ホールディングス（以下、当社）は、経済産業省が東京証券取引所、独立
行政法人情報処理推進機構と共同で選定する「デジタルトランスフォーメーショ
ン銘柄（DX銘柄）」において、「DX銘柄2026」に初めて選定されました。

物流拠点の戦略的再編を実施 「DX銘柄2026」に初選出 港湾におけるAIを活用したコンテナ配置計画・
荷役作業手順計画の現地実証を開始レベル4自動運転トラックの幹線輸送の実現に向けた実証に参画

Topic 2 デジタル技術を通じた事業推進｜
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■荷役シミュレータによる実証イメージ

有人運転（支線） 有人運転（支線）自動運転区間（高速道路等）

自動運転

三井倉庫ロジスティクス
座間物流センター
（神奈川県座間市）

ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
車
両
切
替
拠
点（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
車
両
切
替
拠
点（
京
都
府
八
幡
市
）

三井倉庫ロジスティクス
彩都あかね物流センター
（大阪府茨木市）

荷物の一時保管、調整荷物の一時保管、調整
1日目
AM

2日目
AM

2日目
AM

1日目
PM

大阪府 朝便

夜便

朝便

1日目
PM

2日目
PM

BB

A
AA

群馬県

A

兵庫県
B

千葉県
B

大阪府枚方市

C

神奈川県横浜市

C

サプライチェーンにおける「情報のデジタル化・見える化」を推進するとともに、
様々なデジタル技術を活用し、社会課題の解決に貢献してまいります。

　当社はこれまで、「圧倒的な現場
力」の実現に向け、輸出入フォワー
ディング業務に関する業務標準化
を全社に浸透させてきました。標
準化した業務の集約およびAI技術
の活用等により、効率的かつ高品
質な次世代オペレーション体制を
実現すべく、専門組織である「オペ
レーションセンター」を新設しま
した。

新組織「オペレーションセンター」を設立その2

「DX銘柄」とは、東京証券取引所に上場している企業の中から、企業価値の向上につながるDXを
推進するための仕組みを社内に構築し、優れたデジタル活用の実績が表れている企業を選定す
るものです。「DX銘柄2026」では当社を含む30社が選定されました。川口事業所　B2B2C 習志野事業所　B2B2C

戸田事業所　テクニカルロジスティクス

作業計画の
効率性評価

シミュレーション
の実施

データ抽出と
各種検証
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Topic 3 高度化する物流ニーズへの対応｜ Topic 4 サステナビリティに関する取り組みへの評価｜
高度化する物流ニーズに応えるため、高い専門性とフルスペックの物流機能を活かし、
お客様のサプライチェーンを支えます。

サステナビリティ経営を推進し、体制を強化しながら、様々な施策に取り組んでおります。

　三井倉庫ホールディングス（以下、当社）は、株式会社スズケンが2026年4月1日付で設
立したヘルスケア領域における物流課題の解決と新たな価値創造を目的とした新会社
「株式会社コラボクリエイト」（以下、コラボクリエイト）への出資を決定しました。
　三井倉庫グループは注力領域の一つであるヘルスケアにおいて、高機能施設（P&Mセ
ンター）や高品質な物流オペレーションを強みとして、主に医療用医薬品・医療機器等
の外資系メーカー向けに、製造業から販売業まで一貫して取り扱うことのできる付加
価値の高い物流サービスを提供しています。
　今回、参画各社の知見や機能が結集するコラボクリエイトに出資することで、より
幅広い領域へサービスを拡大し、ヘルスケア全体の物流課題を解決することを目指し
ます。

　三井倉庫ホールディングス（以下、当社）は、環境省が主催する第7回
「ESG ファイナンス・アワード・ジャパン」の環境サステナブル企業部門
において、特別賞を受賞しました。本アワードにおいて当社は、明確な
GHG（温室効果ガス）削減目標と推進体制の構築に加え、物流業界特有
の課題を統合的に捉え、事業領域拡大と社会課題解決の両立につなげ
ている点が評価されました。

　当社は、物流効率化法に基づき特定荷主企業に選任が義務付けられた「物
流統括管理者（CLO）」に伴走する、「CLO連携事業推進室」を新設しました。お
客様のサプライチェーンに潜む本質的な課題を抽出し、中長期計画の策定
支援や具体的な物流ソリューションを提供することで、お客様のビジネス
の持続可能性確保に貢献します。
　三井倉庫グループは陸・海・空全ての輸送モードと国内外にわたる強固
なネットワークに裏付けされたフルスペックの物流機能と、これまで
培ってきたサプライチェーン全体の最適化や持続可能な物流網の構築を支
援する「SustainaLink」をはじめとする物流ノウハウをかけあわせ、CLOに
伴走するための専門組織を新設しました。

　三井倉庫ホールディングスは、経済産
業省が東京証券取引所と共同で選定する 
「サステナビリティトランスフォーメー
ション銘柄（SX銘柄）」において、「SX注目
企業2026」に初めて選定されました。

コラボクリエイトへの出資を決定 「ESGファイナンス・アワード・ジャパン」に
おいて「特別賞」を受賞新組織 「CLO連携事業推進室」を新設  「SX注目企業2026」に選出その2 その2その1 その1

■「CLO連携事業推進室」の役割■コラボクリエイトが描くサプライチェーン

　当社は、パートナー各社との強固な連携のもと、自社のアセットと新たな知見を融合
させることで、ヘルスケア業界に、これまでの枠組みを超えた物流ソリューションを創
出してまいります。社会インフラを担う物流企業として、高度化する医療現場のニーズ
に誠実に応えていくとともに、持続可能なヘルスケア物流の構築に邁進してまいります。

　当社は今後も、三井倉庫グループパーパス「社会を止めない。進化を
つなぐ。」のもと、環境・労働力・BCPの観点から物流のリスクを可視化・
改善する「SustainaLink」をはじめとした持続可能な物流サービスの提
供を通じ、お客様のサプライチェーン最適化と社会課題の解決を両立
してまいります。

「ESG ファイナンス・アワード・ジャパン」は、ESG金融や環境・社会事業に積極的
に取り組み、インパクトを与えた機関投資家・金融機関・企業等について、その先進
的な取り組みを広く社会で共有し、ESG金融の普及・拡大につなげることを目的と
して環境省により2019年に創設されました。

「SX銘柄2026」とは、東京証券取引所に上場している企業を調査対象として、SX（サステナビリティ・トラン
スフォーメーション）を通じて持続的に成長原資を生み出す力を高め、企業価値向上を実現する先進的企業
群を選定するものです。次いで 特に注目すべき優れた取り組みを行っている企業を選定するものが「SX注
目企業2026」です。

　三井倉庫グループは、パーパス「社会を止めない。進化をつなぐ。」のもと、
お客様の事業の持続可能性を確かなものにするため、CLOに伴走してまいり
ます。法規制への迅速な対応と、高度な物流サービスの提供により、変化し
続ける社会の要請に応え、新たな価値を創造し続けます。

　本選定においては、主に以下の点が評価されました。

▲  物流を通じて社会と産業の発展に貢献するため「社会を止めない。進化をつなぐ。」を
パーパスに掲げ、サプライチェーンの最適化と高付加価値サービスの提供を長期戦略
の柱としている。

▲  環境対応やDX推進にも注力し、持続可能な成長と企業価値の向上を目指す姿勢が明確
である。

▲  現在を起点としたフォアキャストの観点に加えて、2050年のありたい未来像を描き、
2035年の社会像・顧客動向を特定したバックキャスト思考に基づいた、中長期的な価値
創出のためのビジネスモデルの再定義を行っている。

　三井倉庫グループはこれからも、物流という重要な社会インフラを支える企業集団として、
企業価値と社会価値の向上に寄与するサステナビリティ経営を推進し、持続可能な社会の
実現に貢献してまいります。

年間輸送貨物量の算出支
援を含め、お客様のサプ
ライチェーン全体を俯瞰
して可視化することで本
質的な課題を特定

中長期計画の策定から具
体的な物流ソリューショ
ンの提供までをグループ
一丸で伴走

構造的な物流効率化を通
じて、お客様のビジネス
の持続可能な成長に貢献

本質的課題の抽出 一気通貫の連携体制 持続可能性の確保海外

国際輸送

倉庫 メーカー工場 製造販売業者  倉庫 卸売業者  倉庫 卸支店 医療機関

国内メーカー物流 卸物流

国内
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